
 

 

議案第１５号 

 

川崎市消防団給与条例の一部を改正する条例の制定について 

 

川崎市消防団給与条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

 

令和４年 ２ 月１４日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

   川崎市消防団給与条例の一部を改正する条例 

 川崎市消防団給与条例（昭和２３年川崎市条例第１号）の一部を次のように

改正する。 

 第２条を削る。 

 第３条中「市外に」を削り、「川崎市旅費支給条例」の次に「（昭和２２年

川崎市条例第２１号）」を加え、同条を第２条とする。 

 第４条第１項中「以下この条」を「次項から第５項まで」に、「年額３６，

５００円の報酬を」を「次の各号に掲げる階級の区分に応じ、当該各号に定め

る額を年額報酬として」に改め、同項に次の各号を加える。 

⑴ 団長  年額 ８２，５００円  

⑵ 副団長  年額 ６９，０００円  

⑶ 分団長  年額 ５０，５００円  

⑷ 副分団長 年額 ４５，５００円  

⑸ 部長及び班長  年額 ３７，０００円 

⑹ 団員  年額 ３６，５００円 

 第４条第２項中「報酬」を「年額報酬」に、「支給し、その支給月は、４月



から９月まで及び１０月から翌年３月までの２期に分け、それぞれの期の翌月

とする」を「支給する」に改め、同条第４項を同条第５項とし、同条第３項中

「第１項の報酬のほか、」を削り、「報酬を」を「報酬の額を第１項各号に掲

げる年額報酬の額に」に改め、同項を同条第４項とし、同条第２項の次に次の

１項を加える。 

３ 消防団員が第１項各号に掲げる年額報酬の額の異なる階級に異動した場合

は、異動した日から異動後の階級に応じた額の年額報酬を支給する。 

第４条に次の３項を加える。 

６ 前項の規定により報酬を支給する場合であって、月の初日から支給すると

き以外のとき又は月の末日まで支給するとき以外のときは、その報酬の額は、

勤務した期間の日数に応じて日割によって計算した額とする。 

７ 消防団員が次の各号に掲げる職務に従事する場合においては、当該各号に

定める額を出動報酬として支給する。  

⑴ 災害の防除 １日につき ８，０００円  

⑵ 訓練その他必要な職務 １日につき ３，５００円  

８ 前項各号に掲げる出動報酬の額に、職務に従事した時間が同項第１号の職

務にあっては１日につき７時間４５分、同項第２号の職務にあっては１日に

つき３時間３０分を超える時間１時間につき１，０００円を加算して支給す

る。 

 第４条を第３条とする。 

 第５条中「消防団長を経て」を「４月から９月まで及び１０月から翌年３月 

までの２期に分け、それぞれの期の最終月の翌月に」に改め、同条に次の２項

を加える。 

２ 前項の規定により支給期月ごとに支給する給与のうち前条第１項の年額報

酬の額は、同項各号に掲げる年額報酬の額に１００分の５０を乗じて得た額



から９月まで及び１０月から翌年３月までの２期に分け、それぞれの期の翌月

とする」を「支給する」に改め、同条第４項を同条第５項とし、同条第３項中

「第１項の報酬のほか、」を削り、「報酬を」を「報酬の額を第１項各号に掲

げる年額報酬の額に」に改め、同項を同条第４項とし、同条第２項の次に次の

１項を加える。 

３ 消防団員が第１項各号に掲げる年額報酬の額の異なる階級に異動した場合

は、異動した日から異動後の階級に応じた額の年額報酬を支給する。 

第４条に次の３項を加える。 

６ 前項の規定により報酬を支給する場合であって、月の初日から支給すると

き以外のとき又は月の末日まで支給するとき以外のときは、その報酬の額は、

勤務した期間の日数に応じて日割によって計算した額とする。 

７ 消防団員が次の各号に掲げる職務に従事する場合においては、当該各号に

定める額を出動報酬として支給する。  

⑴ 災害の防除 １日につき ８，０００円  

⑵ 訓練その他必要な職務 １日につき ３，５００円  

８ 前項各号に掲げる出動報酬の額に、職務に従事した時間が同項第１号の職

務にあっては１日につき７時間４５分、同項第２号の職務にあっては１日に

つき３時間３０分を超える時間１時間につき１，０００円を加算して支給す

る。 

 第４条を第３条とする。 

 第５条中「消防団長を経て」を「４月から９月まで及び１０月から翌年３月 

までの２期に分け、それぞれの期の最終月の翌月に」に改め、同条に次の２項

を加える。 

２ 前項の規定により支給期月ごとに支給する給与のうち前条第１項の年額報

酬の額は、同項各号に掲げる年額報酬の額に１００分の５０を乗じて得た額

 

 

とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、前条第２項又は第３項の規定により年額報酬を

支給する場合であって、期の初日から支給するとき以外のとき又は期の末日

まで支給するとき以外のときは、第１項の規定により支給期月ごとに支給す

る給与のうち同条第１項の年額報酬の額は、前項の規定により乗じて得た額

を基礎として、勤務した期間の日数に応じて日割によって計算した額とする。 

 第５条を第４条とする。 

 第６条及び第７条を削る。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の条例の規定は、この条例の施行の日以後の分として支給される報

酬及び費用弁償について適用し、同日の前日までの分として支給される報酬

及び費用弁償については、なお従前の例による。 

 

 

参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

年額報酬を階級に応じた額に改めること、出動報酬を新設すること、給与を

消防団員へ直接支給すること等のため、この条例を制定するものである。 


